
農業生産活動の持続性を確保するため、生産物の安全を確保す
るための生産履歴の記帳を中心に、食品安全、家畜衛生、環境の保全、労働
の安全、アニマルウェルフェアなどを確保するため点検を行う活動です。

１

＜ 労働安全 ＞＜ 食品安全 ・家畜衛生＞ ＜ 環境保全 ＞

家畜排せつ物
を場内に野積
みしない

落下防止柵
を設置

＜ 人権保護 ＞

＜ 農場経営管理 ＞

＜ アニマルウェルフェア ＞

・ 適切な労務契約・管理
・ 労働者との意見交換
・ 研修生等の受入条件の

遵守

・ 部門別責任者の配置
・ 教育訓練の実施、内部

点検の実施

農場・畜舎への
出入りを制限

農場内専用
の長靴・服
などを着用

夏場の暑熱
対策や冬期
の寒冷対策を
実施する

WOAH（※）の

勧告に準拠し
た飼養管理指
針に則した飼
育をする

家畜排せつ物
を堆肥化し、農
地へ還元

労働災害を未
然に予防する
注意表示

ＪＧＡＰの実施（例） → 農場内を点検し、課題や問題点を見つけ、改善。

家畜や飼料生産による

事故を起こしてケガしないよ
うヘルメット・安全靴・手袋の
着用、作業手順の遵守等に
よる安全性の向上

写真提供：(一財）日本ＧＡＰ協会

整理整頓や、生産履歴の記帳が基本です。

※ WOAH（World Organisation for Amimal Health）とは国際獣疫事務局のこと。
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GAP認証取得による効果（認証農家へのアンケート調査結果）

○調 査 時 期 ：令和４年２月～４月
○調査対象者 ：JGAP認証取得経営体（205経営体）
○調 査 方 法 ：農林水産省が（一財）日本GAP協会を通じて、googleファームにより

調査（回答49農場（63経営体）、回答率31％）

２

＜持続可能性配慮型畜産推進交付金（農林水産省事業）＞

・事業実施主体：都道府県

・事 業 内 容：畜産GAPの取組について都道府県等指導員による生産者指導、研修等
が受けられます。
畜産GAP認証取得に係る費用の一部助成が受けられます。

・補   助   率 ：定額
※詳しくは、都道府県畜産主務課へお問い合わせください。



３



農林水産省畜産局 畜産振興課 （代表）ＴＥＬ ０３－６７４４－２２７６

このパンフレットやＧＡＰについてのお問い合わせ先

団体事務局

生産者Ａ 生産者Ｂ 生産者Ｃ

複数の生産者が集まってグループを構成し、認証取得を目指す取組です。
＜団体認証の効果＞

○ 個別認証で求められる取組の一部が団体の取組  
    として共通化され、個々の生産者の皆さんの
    負担は軽減されます。

→ 団体事務局と団体に所属する農場数の
平方根（小数点切り上げ）を満たす数の
農場をサンプリングして審査します。

＜ＪＧＡＰ畜産の認証取得に係るお問い合わせ先＞
機関名 お問い合わせ先等

（認証プログラムオーナー）
一般財団法人 日本ＧＡＰ協会

参考ＵＲＬ 日本GAP協会 (jgap.jp) （TEL：03-5215-1112）

（認証機関）
公益社団法人 中央畜産会

参考ＵＲＬ JGAP畜産認証審査の申請様式について | JLIA｜公益社団法人 中
央畜産会 (lin.gr.jp) （TEL：03-6206-0835）

（認証機関）
エス・エム・シー株式会社

参考ＵＲＬ JGAP認証審査のお申込み | エス・エム・シー株式会社（S.M.C）
(swine-smc.co.jp) （TEL：046-248-7720）

（認証機関）
鹿児島大学共同獣医学部

参考ＵＲＬ JGAP認証推進室 | 鹿児島大学 共同獣医学部 (kagoshima-u.ac.jp)
（TEL：099-285-7057）

４

ＪＧＡＰ畜産の認証までの流れ（例）
ＪＧＡＰ畜産の基準書に基づく取組

（一財）日本GAP協会が公表している基準書（管理点と適合基準）について
基準文書類 | 日本GAP協会

①基準書の内容を読んで理解する
②農場の方針・責任者の決定、生産計画の作成
③食品安全・家畜衛生・労働安全に関するリスク評価と、評価に基づく対策
④農場のルール作りと周知・徹底（従業員教育の実施）
⑤生産活動の実施・記帳（初回審査では３か月分以上の記録が必要）
⑥自己点検の実施、点検結果を踏まえた改善・見直しの実施

適宜、ＪＧＡＰ指導員による指導やコンサルタントの指導を受ける

認証機関への審査申し込み・必要書類の提出

認証機関の契約審査員による現地審査の実施

ＪＧＡＰ畜産認証農場として公表

（公社）中央畜産会、エス・エム・シー（株）、鹿児島大学共同獣医学部のいずれかに
審査申し込み認証機関が提出書類を確認した上で、現地審査の日程等を調整

審査員が現地での取組を確認（必須100%、重要85%以上の適合が必要）

不適合については、4週間以内に、是正の対応・報告

認証した農場を認証機関が公表する、有効期限は２年間
ただし、１年半の間に維持審査、２年後に更新審査が必要

最
短
３
か
月
以
上

最
短
１
か
月

最
短
１
か
月

有料

一部

有料

指導費
コンサルタント費

審査費
審査員旅費

https://jgap.jp/
https://jlia.lin.gr.jp/info/archives12574/
https://jlia.lin.gr.jp/info/archives12574/
https://www.swine-smc.co.jp/authentication/jgap-certification
https://www.vet.kagoshima-u.ac.jp/international/jgap/
https://jgap.jp/downloads/#jgap-livestock-statement
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